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庶路川を遡上するシシャモの群れ

02001年春季の道東沿岸の低水温について

○道東産乾燥ナガコンプの品質実態調査 (プラザ事業から)

○秋刀魚の脂を量る
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釧路水試だより 第84号 (2002.1)

二
〇
〇
一年
春
季
の

道
東
沿
岸
の
低
水
温
に
つ
い
て

資
源
管
理
部

佐

藤

複
わ
れ
て
い
ま
し
た

(図
3
)｡
累
年
平
均

(平
成
元

年
～
平
成

二

年
)
か
ら
の
水
温
偏
差

(℃
)
(累
年

平

均
と
今
年
の
水
温
の
差
～
マ
イ
ナ
ス
に
な
れ
ば
今

年
の
水
温
は
低
い
～
)
も
､
四
月

･
六
月
共
に
ほ
ぼ

全
域
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
ま
し
た

(表
1
.
表

充

2
)｡
以
上
の
こ
と
か
ら
､
今
年
の
春
季
の
水
温
は
､

親
潮
の
勢
力
が
強
く
'
水
温
が
低
い
状
態
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
｡

は
じ
め
に

昨
年
の
ス
ル
メ
イ
カ
は
､
羅
臼
沖
の
豊
漁
'
道
東

太
平
洋
も
前
年
を
上
回
る
漁
獲
が
あ
り
ま
し
た
｡
今

年
も
日
本
海
で
は
､
豊
漁
が
続
い
て
い
ま
す
O
し
か

し
道
東
で
は
八
月
に
入
っ
て
や
っ
と
漁
が
上
向
き
に

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
｡
昨
年
が
よ
か
っ
た
だ
け

に
対
照
的
で
す
｡

六
月
に
行
っ
て
い
る
'
釧
路
水
試
調
査
船
北
辰
丸

の
調
査
結
果
も
今
年
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
C

そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
､
道
東
沿
岸
の
低
水
温
が

あ
り
ま
す
｡
そ
こ
で
､
今
年
の
低
水
温
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
､
ス
ル
メ
イ
カ
の
来
遊
と
水
温
の

関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

今
年
の
春
季
水
温

今
年
は
流
氷
の
流
出
が
早
く
､
札
幌
管
区
気
象
台

の
海
氷
概
報
に
よ
れ
ば
'
釧
路
で
は
観
測
開
始
以
来

二
番
目
に
早
い
流
氷
初
日
だ
っ
た
そ
う
で
す
｡
そ
の

影
響
も
あ
り
'
四
月

･
六
月
共
に
親
潮
の
勢
力
が
強

く
水
温
の
低
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
｡

釧
路
水
試
調
査
船
北
辰
丸
は
二
か
月
に

一
度
､
海

洋
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す

(図
1
)｡
そ
の
調
査
結
果

は
､
他
の
水
試
調
査
船
の
海
洋
観
測

結
果
と
共
に
､
道
中
央
水
試
海
洋
環

境
部
が
と
り
ま
と
め
､
海
況
速
報
と

し
て
発
行
し
て
い
ま
す

(イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
｡
ア

ド
レ
ス
は
､

hq)Jjb

.fi
sh
e
x
p
.p
re
f.h
okk
ai
do.jpJ

expJcentralA
Cai
yo
u
Ji
nd
ex.h
上m
)｡
海

況
速

報
によ
る
と
､
道
東
の
四
月
と

六
月
の
海
況
は
'
広
く
親
潮
に
お
お

わ
れ
､
水
温
は
全
般
に
低
め
と
な
っ

て
い
ま
す
｡
海
況
速
報
の
水
温
図
を

見
る
と
'
四
月
の
五
〇

m
層
で
は
道

東
沿
岸
部
は
〇
℃
以
下
の
水
温
か
あ

ら
の
偏
差
値

(℃
)
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た

(図
2
)
｡
同
じ
く
六
月
の
五
〇

m
層
で
は
厚
岸
か
ら
根
室
海
峡
に
か

け
た
沿
岸
部
は

1
℃
以
下
の
水
温
で

E14 4 146
図 1 北辰丸海洋観測調査点
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釧路水試だより 第84号 (2002.1)

137E 13正 13旺 110E 141∈ 112E 143E 14t llSE ll旺 147亡

図2 2001年4月の50m層水温図 (海況速報平成 13年度第 1号より)

北海道立水産試験牡 海況速報

137E 13旺 13SE 14旺 141E 142E 143E 144E 145E 14旺 147E

図3 2001年6月の50m層水温囲 (海況速報平成 13年度第2号より)
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釧路水試だより 第 84号 (2002.1)

表 1 2001年4月の累年平均

く平成元年(1989)～平成 11年(2000))からの水温偏差 (℃)

P31 P32 P33 P34 P35 P36
On

50n

lob
200m

0.0 0.3 0.5 ･･0.2 -1.6 6.7
-0.5 -1.9 -1.8 -1.2 -2.5 4.4

-2.0 -1.4 -1.8 -2.3 2.7
-1.4 -0.8 1-1.6 -1.9 2.1

P21 P22 P23 P24 P25 P26 P27
Orn 0.4
5伽l 一心.9
10h
ZOOM

0.1 -1.4 -1.2 -2.2 -1.5 -2.4
-1.5 -1.8 -1.7 -1.8 -0.4 -1.1
-2.0 -2.0 -2.1 -2.2 0.3 -1.5

-1.7 -1,5 -1.9 -0.6 -2.2

Pll P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18
OnT -0.2
5伽1 1).9
100m
ZOOM

-1.1 -1.5 -1.8
-1.0 -1.7 -2.1
-1.3 -0.3 -2.3
Ilo.8 10.2 -1.3

ー1.6 -3.4
-1.8 -3.7
-1.9 -2.2
-･0.9 1.5

-2.5 2.4
-5.1 2.1
-4.4 1.3
-2.9 1).2

表2 2001年6月の累年平均
く平成元年(1989)一平成 11年(2000))からの水温偏差 (℃)

P31 P32 P33 P34 P35 P36
Om

50m
lob
200m

-0.6 -1.3 0.1 ･-0.3 ･勺.1 2.4
--0.5 -1.3 -1.3 -2.1 -3.0 -3.2

-1.3 -1.2 -1.6 -2.6 -2.1
-1.1 11.0 -1.1 -1.6 0.0

P21 P22 P23 P24 P25 P26 P27
Om
50m
1OOm
20h

-0.4 .0.3 0.5 12.3 2.3
-1.1 -1.1 -1.6 -1.1 0.7

-1.3 -1.3 -0.9 0.9
-1.1 -0.9 1･0.7

-1.7 1.2
-2.5 -2.5
-2.1 -2.2
-I.4 -1.4

Pll P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18
On ･勺.9 -2.2
5b -0.6 -1.8
100m -1.0
200m -0.4

lO.8 -1.0 2.1
-1.6 -2.0 ･勺.7
-1.6 -2.1 1.1
一･0,8 1).6 10.9

2.3 0.7 -1.0
0.4 -1.8 -3.8
1.1 -0.9 -3.5

1).6 11.6 -2.8
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釧路水試だより 第84号 (2002.1)

昨
年
の
春
季
水
温

度
東
経

一
四
六
度
付
近
)
に
あ
り
､
そ
の
位
置
か
ら

平
均

(平
成
元
年
～
平
成

一
〇
年
)
か
ら
の
水
温
偏

昨
年
の
春
季
は
'
今
年
と
は
逆
に
水
温
が
高
い
状

あ
ま
り
動
か
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
｡
暖
水
塊

差

(℃
)
も
四
月

･六
月
共
に
､
マ
イ
ナ
ス
に
な
つ

態
に
あ
り
ま
し
た
｡
そ
の
原
因
の
1
つ
は
､
暖
水
塊

が
巻
き
込
む
よ
う
に
､
暖
か
い
水
が
南
西
か
ら
北
東

態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

(表
3
､
4
)0

が
根
室
半
島
沖

(暖
水
塊
の
中
心
部
は
､
北
緯
四
二

へ
延
び
て
い
ま
し
た

(図
4
､
図
5
)｡
昨
年
の
累
年

昨
年
の
春
季
水
温
は
非
常
に
高
く
'
逆
に
今
年
の

Z

Z

Z

Z

Z

瓜

3

胡

収

一

Ej

Ei

Ea

m

]珊遭立水産拭鹸増 光況運輸 28仰′4
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図4 2000年4月の50m層水温図 (海況速報平成12年度第 1号より)
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図4 2000年6月の50m層水温固 (海況速報平成12年度第2号より)
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釧路水洗だより 第84号 (2002.1)

ス
ル
メ
イ
･R
朋
査
船
調
査

Eq
u釧

路
水
試
調
査
船
北
辰

丸
で
､
六
月
に
ス
ル
メ
イ

カ
の
北
上
期
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
｡
ス
ル
メ

イ
カ
の
漁
況
予
報
に
向
け

た
調
査
と
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
す
｡
こ
の
調
査
結
果

に
よ
っ
て
､
道
東
の
漁
期

当
初
の
獲
れ
具
合
が
わ
か

り
ま
す
｡

六
月
の
道
東
太
平
洋
は
'

親
潮
が
南
に
流
れ
､
そ
れ

と
逆
に
黒
潮
系
の
暖
水
が

北
上
し
て
い
ま
す

(以
下

北
上
暖
水
と
呼
び
ま
す
)0

年
に
よ
っ
て
は
､
暖
水
塊

が
道
東
の
沿
岸
に
あ
り
そ

の
影
響
に
よ
っ
て
'
親
潮

や
北
上
暖
水
の
流
れ
る
位

置
が
変
わ
り
ま
す
｡
図
6

に
北
辰
丸
の
調
査
結
果
と

五
〇

m
深
水
温
図
を
'

一

九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
一

表3 2000年4月の累年平均
く平成元年(1989)～平成10年(1999))からの水温偏差 (℃)

P31 P32 P33 P34 P35 P36
On
50n
1OOn
ZOOM

1.3 3.7
-や.4 4.9

4.7
1.5

5.4 5.1 3.9 2.3
5.8 5.4 4.2 2.3
3.8 4.8 2.6 3.0
2.5 3.7 3.2 1.4

P21 P22 P23 P24 P25 P26 P27
伽1 0.9

5h -･0.3

100rn

ZOOM

1.8 6.9 3.5 9.2
2.8 4.8 3.4 8.3
2.1 4.1 2.6 4.1

2.2 2.0 0.4

2.8 -1.1
2.8 -1.7

2.6 0.0

3.5 -1.2

春
季
水
温
は
低
い
た
め
､
よ
り
今
年
の
春
季
水
温
が

低
く
感
じ
ら
れ
ま
す
｡

Pll P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18
On 0.0
50m 1.4
100m
20h

･･0.3 4.4 7.0
-1.2 4.9 7.4
-1.0 1.4 5.2
-や.5 1･0 .8 2.3

1.9 3.8
1.3 3.4
2.5 3.9
1.6 4.2

2.6 -1.3
2.5 1).9
2.8 0.6
3.8 --0.7

表4 2000年6月の累年平均
く平成元年(1989)～平成10年(1999))からの水温偏差 (℃)

P31 P32 P33 P34 P35 P36
On

5(h

1OOITT

200ITl

1.3 2.1

3.0 2.6

2 .4

-0 .1

2.1 1.2 1.4 0.8
1.6 2.1 1.5 -4.7
1.1 1.1 1.7 -1.3
1.1 0.7 0.5 11.1

P21 P22 P23 P24 P25 P26 P27
h -1.2

5(h 2.2

1∝h

ZOOM

2.0 4.2 3.3

1.9 1.3 -1.6
3.6 3.2 -1.0

0.7 0 .4

4.8 0.1 1.2

2.6 -2.8 -2.3

3.3 ｢2.3-1.9
1.3 1･0.20.3

Pll P12 P13 P14 P15 P16 P17 P18

伽1 0.4
50m -0.1
100m
200TTl

4.7 3.2 5.4 5.5
2.5 3.8 3.9 5.0
2.6 4.5 3.9 4.7
1.1 1.9 3.2 2.9

5.4 2.3 0.1

3.0 -2 . 2 -5.6

1.6 -1.3 -4 . 2

1.1 -0.1 -2.3

- 5-



釧路水試だより 第84号 (2002.1)

年
ま
で
示
し
ま
し
た
｡
そ
の
結
果
､
c
p
U
E

(二

速
式
自
動
イ
カ
釣
機

〓
ロ
で

一
時
間
に
漁
獲
し
た
ス

ル
メ
イ
カ
の
尾
数
)
が
高
い
調
査
点
は
'
北
上
暖
水

沿
い
か
暖
水
塊
の
縁
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
｡

た
め
各
水
産
試
験
場
で
は
二
か
月
に

一
回
海
洋
観
測

を
お
こ
な
い
'
ま
た
中
央
水
試
海
洋
環
境
部
で
は
衛

星
情
報
を
使

っ
て
毎
日
表
面
水
温
を
調
べ
る
な
ど
､

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
寒
流
と
暖
流
の
潮

目
境
に
は
ス
ル
メ
イ
カ
の

餌
が
多
い
た
め
､
ス
ル
メ
イ

カ
も
多
く
分
布
し
ま
す
｡
北

上
暖
水
や
暖
水
塊
が
北
に

い
け
ば
い
く
ほ
ど
'
潮
目
も

北
に
行
き
ま
す
か
ら
､
ス
ル

メ
イ
カ
も
そ
れ
に
つ
れ
て

北
上
し
ま
す
｡

今
年
の
六
月
は
'
五
〇
m

深
で
も

一
℃
以
下
の
海
水

の
分
布
が
広
く
'
暖
水
の
北

上
が
妨
げ
ら
れ
'
ス
ル
メ
イ

カ
の
北
上
も
遅
く
な

っ
た

こ
と
が
'
七
月
の
ス
ル
メ
イ

カ
の
漁
況
を
悪
く
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
｡

ま

と

め

こ
の
よ
う
に
水
温
の
変

化
が
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
況

に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
､

サ
ン
マ
や
サ
ケ
な
ど
ス
ル

メ
イ
カ
以
外
の
魚
種
で
も

そ
れ
は
同
じ
事
で
す
｡
こ
の

xcp=uEo199時 6月 ○

i 5℃I-1.8 1:C 1℃

5℃ 磨 ▼下.o

'直垂 0℃3.0日

…10℃ 10C

E142 144 146 E142 144 146

図6 北辰丸スルメイカ調査結果と50m膚水温図
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釧路水坑だより 第84号 (2002.1)

道
東
産
乾
燥
ナ
ガ
コ
ン
プ
の
品
質
実
態
調
査

(プ
ラ
ザ
事
業
か
ら
)

釧
路
水
試
加
工
部

飯

田

訓

之

数
値
の
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
り
ま
す
が
､
各
等
級
ご
と
の

平
均
値
を
比
較
す
る
と
'
等
級
が
高
い
ほ
ど
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
の
量
が
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す

(図
2
下

段
)0こ

れ
ら
の
結
果
か
ら
､
品
質
の
良
い
も
の

(=
等

級
が
高
い
も
の
)
は
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
含
量
が
高
く
､

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
に
つ
い
て
も
多
く
含
む
傾
向
が
あ
る

と
い
え
ま
す
｡

近
年
､
道
東
産
ナ
ガ
コ
ン
プ
は
､
輸
出
不
振
や
消
費

の
伸
び
悩
み
に
よ
り
生
産
者
価
格
が
低
迷
し
て
お
り
､

品
質
の
高
い
製
品
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

こ
こ
で
は
乾
燥
ナ
ガ
コ
ン
プ
の
晶
質

(等
級
)
と
化
学

成
分
や
色
調
の
関
係
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果

を
紹
介
し
ま
す
｡

コ
ン
プ
の
晶
賞
と
化
学
成
分

図
1
に
乾
燥
ナ
ガ
コ
ン
プ
の
成
分

(無
水
物
換
算

値
)
の
分
析
例
を
示
し
ま
し
た
｡
こ
の
図
か
ら
ナ
ガ
コ

ン
プ
に
は
炭
水
化
物
と
灰
分
が
圧
倒
的
多
く
､
こ
の

二
つ
を
足
す
と
全
体
の
九
割
ぐ
ら
い
に
な
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
｡

コ
ン
プ
の
仲
間
に
は
炭
水
化
物
の
構
成
成
分
と
し

て
ア
ル
ギ
ン
酸
と
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
と
い
う
成
分
が
多

く
含
ま
れ
ま
す
｡
ア
ル
ギ
ン
酸
は
コ
ン
プ
の
体
を
支

え
る
役
目
を
し
て
お
り
､
全
体
に
対
す
る
割
合

(成
分

比
)
は
採
取
時
期
に
限
ら
ず
ほ
ぼ

一
定
で
す
｡
も
う

一

方
の
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
は
乾
燥
し
た
コ
ン
プ
の
表
面
に

析
出
す
る
白
粉

の
主
成
分
で
す
｡
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
は
､

貯
蔵
性
物
質
で
あ
り
､
採
取
時
期
や
部
位
に
よ
っ
て

そ
の
含
量
は
大
き
く
変
動
し
ま
す
｡
ま
た
､
灰
分
は
'

食
品
を
焼
い
て
灰
化
し
た
あ
と
の
残
量
を
い
い
ま

す
｡

マ
ン
ニ
ト
ー
ル
と
灰
分
の
間
に
は
'

マ
ン
ニ

ト
ー
ル
が
多
い
と
き
に
は
灰
分
が
少
な
く
'
マ
ン
ニ

ト
ー
ル
が
少
な
い
と
灰
分
が
多
い
と
い
う
負
の
相
関

が
あ
り
ま
す
｡
こ
の
よ
う
に
コ
ン
プ
の
主
要
成
分
の

う
ち
'
大
き
く
変
動
す
る
の
は
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
と
灰

分
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
成
分
の
割
合
と
晶

質
の
関
係
を
調
べ
'
結
果
を
図
2
に
示
し
ま
し
た
｡

マ
ン
ニ
ト
ー
ル
の
含
量
は
､
浜
中
お
よ
び
昆
布
森
産

の
い
ず
れ
も
等
級
が
高
い
ほ
ど
多
い
便
向
に
あ
り
ま

し
た
｡
灰
分
は
そ
の
逆
の
傾
向
を
示
し
ま
し
た
｡
貯

蔵
性
物
質
で
あ
る
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
含
量
は
実
入
り
と

療
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
､
検
査
規
格
に
よ

る
と
実
入
り
が
良
い
ほ
ど
等
級
が
高
く
な
る
こ
と
か

ら
､
マ
ン
ニ
ト
ー
ル
含
量
が
多
い
ほ
ど
等
級
が
高
く

な
る
と
い
う
こ
れ
ら
の
結
果
は
理
解
で
き
ま
す
｡

ま
た
､
コ
ン
プ
と
い
え
ば
う
ま
味
成
分
の
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
が
有
名
で
す
｡
こ
の
成
分
を
測
定
す
る
と
､

図 1 乾燥ナガコンプの成分
(無水物換算)
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丘布j蔭

一

一一L_

L

｢

0

0

0

0

4

3

2

1

1書 2事 3尊4響■0'1書2書3書4書

828 3書4讐01書 2書3書4事

1専2尊3専 4尊1事2尊3専 4尊
図2 等級と化学成分の関係
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乾
燥
ナ
ガ
コ
ン
プ
の
色

ナ
ガ
コ
ン
プ
の
色
調
も
ま
た
晶
質
を
左
右
す
る
重

要
な
要
素
で
あ
り
､
黒
色
が
強
い
ほ
ど
良
品
と
さ
れ

て
い
ま
す
｡
こ
の
試
験
で
は
､
色
調
を
数
値
化
す
る

た
め
､
測
色
色
差
計
と
い
う
機
器
を
用
い
､
数
値
を

*
L
*
a
*
b
表
色
系
で
表
す
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
｡
*
L
値
と
い
う
の
は
こ
の
数
字
が
大
き

い
ほ
ど
色
の
明
度
が
高
く
な
る
こ
と
を
示
し
'
*
a

値
は
赤
色
､
*
b
値
は
黄
色
の
強
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
表

し
'
す
べ
て
の
色
を
*
L
値
､
*
a
値
'
*
b
値
の

三
つ
の
値
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
｡

ま
ず
､
乾
燥
し
た
ナ
ガ
コ
ン
プ
を
'
コ
ン
プ
の
色

調
の
み
を
基
準
と
し
て
1
等
級
か
ら
四
等
級
ま
で
等

級
付
け
を
行
い
ま
し
た
｡
等
級
付
け
は
北
海
道
水
産

物
検
査
協
会
釧
路
地
区
検
査
事
務
所
の
職
員
の
方
々

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
こ
の
等
級
別
に
分

け
た
コ
ン
プ
の
色
を
測
定
し
た
結
果
､
図
3
に
示
し

た
よ
う
に
*
L
､
*

a､
*
b
値
の
い
ず
れ
も
等
級

が
高
い
ほ
ど
'
値
が
小
さ
く
な
る
候
向
が
み
ら
れ
ま

し
た
｡
先
に
述
べ
た
よ
う
に
'
黒
色
が
強
い
ほ
ど
良

品
と
さ
れ
る
の
で
､
こ
れ
ら
の
数
値
は
コ
ン
プ
の
黒

色
の
強
さ
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
｡
以

1等 2等 3等 4等 1等 2等 3等 4等

図3 等級と測色値との関係

書(+)･平均価を検定(危険率5%)した轄果､隣り合う等級Mで有意な差があったもの
*1書●n-37､2事:n-56､3等.n=51､4事,n-32
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表 1 乾燥別杖族の乾燥条件

採取日 採取場所 乾燥方法 天候 平均温度(℃)平均湿度(%)乾燥時間(h)

7月下旬 7月22日 浜中アゼチ 天日 晴 40 25 4.5機械 - 43 24 4.3

7月23日 昆布森 天日機械 晴 3837 2936 4.56.5

8月上旬 8月2日 浜中アゼチ 天日 晴のち曇り 36 39 4.3
46 27 3.8

8月2日 浜中散布 天日 晴のち霧 31 53 4.5
機械 - 41 25 3.5

9月上旬 9月3日 浜中アゼチ 天日 晴 34 31 6.0
40 29 5.0

9月2日 昆布森 天日 晴 29 44 6.0

三兵中Tゼチ

JE布JB

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.00 3

TL

2 0

21_0 l_5

b●■【

i兵中Tゼチ

■布

浜 中 Tゼナ

JLホJB

50.00.

図4 乾燥方法による色調の違い
(+):天日と機械乾燥で有意差のあるもの

燦
で
は
こ
の
光
沢
が
不
足
し

て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま
し

た
｡

コ
ン
プ
表
面
の
光
沢
は

黒
色
の
強
さ
と
と
も
に
コ
ン

プ
の
品
質
に
と
っ
て
重
要
で

す
｡
ツ
ヤ
の
程
度
は
現
段
階

で
は
数
値
で
表
す
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
､
色
の
基
準
を

す
べ
て
*
b
値
な
ど
の
値
で

判
断
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
ら
れ
ま
す
｡

ま
ず
'
天
日
と
機
械
乾
燥
に
よ
る
乾
燥
品
の
色
の

違
い
を
調
査
し
ま
し
た
｡

一
般
的
に
は
機
械
乾
燥
の

方
が
よ
り
黒
っ
ぼ
く
仕
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
調
査
は

1
九
九
九
年
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
､

浜
中
町
ア
ゼ
チ
岬
前
浜
､
同
町
散
布
前
浜
お
よ
び
釧

路
町
昆
布
森
前
浜
で
採
取
し
た
ナ
ガ
コ
ン
プ
に
つ
い

て
､
延
べ
六
回
行
い
ま
し
た
｡
乾
燥
条
件
を
表
1
に

示
し
､
*
b
値
の
平
均
値
を
比
較
し
た
結
果
を
図
4

に
示
し
ま
し
た
｡
こ
の
図
か
ら
､
天
日
乾
燥
と
機
械

乾
燥
の
*
b
値
の
平
均
値
を
比
べ
る
と
'
い
ず
れ
も

機
械
乾
燥
の
方
が
数
値
が
低
く
'
平
均
値
の
検
定
を

行
う
と
'
七
月
の
浜
中
ア
ゼ
チ
と
八
月
の
散
布
を
除

く
す
べ
て
が
統
計
的
に
差
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し

た
｡
こ
れ
は
前
述
の
機
械
乾
燥
が
黒
く
仕
上
が
る
と

い
う
こ
と
が
数
値
上
で
も
証
明
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
｡
た
だ
し
､
こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
'

コ
ン
プ
表
面
の
光
沢

(ツ
ヤ
)､
の
違
い
で
す
｡
現
場

で
干
し
上
が
っ
た
コ
ン
プ
の
表
面
を
観
察
す
る
と
､

明
ら
か
に
天
日
乾
燥
の
方
に
ツ
ヤ
が
あ
り
､
機
械
乾

お
わ
り
に

以
上
の
結
果
か
ら
､
乾
燥

ナ
ガ
コ
ン
プ
の
成
分
や
色
調

の
数
値
と
晶
質

(等
級
)
と
の
間
に
は

1
定
の
関
係

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
｡
今
後
､
こ

こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
'
道
東
産
ナ
ガ
コ
ン
プ
の
品

質
向
上
の
一
助
と
な
る
よ
う
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
｡

最
後
に
本
試
験
に
当
た
っ
て
'
協
力
を
頂
き
ま
し

た
関
係
漁
協
の
皆
様
と
各
地
区
の
漁
業
士
の
皆
様
'

さ
ら
に
､
北
海
道
水
産
物
検
査
協
会
釧
路
地
区
検
査

事
務
所
の
皆
様
に
こ
の
番
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
｡
ま
た
､
本
報
告
は
釧
路
東
部
お
よ
び
西
部
地

区
水
産
技
術
普
及
指
導
所

(現
釧
路
地
区
水
産
技
術

普
及
指
尊
所
)
と
共
同
で
行
っ
た
プ
ラ
ザ
事
業
の
結

果
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
｡

9
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秋
刀
魚
の
胎
を
量
る

か
把
握
す
る
こ
と
は
生
産
者
の
意
識
の
向
上
と
サ
ン

マ
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
の
ピ
ー
ア
ー
ル
へ
と
つ
な

が
り
ま
す
｡

さ
て
'
今
年
の
サ
ン
マ
の
水
分
量
は
如
何
に
｡

利
用
部

辻

浩
司

･
宮
崎
亜
希
子

は
じ
め
に

サ
ン
マ
の
脂
肪
量
(脂
)
に
つ
い
て
は
'
加
工
業
者
'

報
道
機
関
､
消
費
者
な
ど
か
ら
毎
年
'
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
す
｡
前
回
の
釧
路
水
試
だ
よ
り

(第
七
十
六

早
)
で
は
サ
ン
マ
の
時
期
別
､
大
き
さ
別
'
部
位
別
脂

肪
量
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
｡

脂
肪
の
定
量

(秋
刀
魚
の
脂
を
量
る
)
に
は
､
脂
肪

抽
出
装
置
と
危
険
物
で
あ
る
ジ
エ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
と

い
う
薬
品
を
使
用
し
ま
す
｡
こ
の
た
め
'
生
鮮
サ
ン
マ

を
出
荷
す
る
現
場
で
､
脂
肪
を
定
量
す
る
こ
と
は
大

変
な
作
業
と
な
り
ま
す
｡

そ
こ
で
'
直
接
､
脂
肪
を
定
量
す
る
の
で
は
な
く
､

大
き
さ

(体
長
)､
体
重
な
ど
の
生
物
測
定
値
や
簡
単

に
測
定
可
能
な
水
分
量
か
ら
サ
ン
マ
の
脂
肪
量
が
推

定
で
き
な
い
の
か
検
討
し
て
み
ま
し
た
｡

脂
肪
量
を
推
定

サ
ン
マ
は
平
成
十

一
'
十
二
年
の
八
月
か
ら
十
月

ま
で
の
毎
週
､
釧
路
市
漁
業
協
同
組
合
総
合
流
通
加

工
セ
ン
タ
ー
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
計
二
百
十
九

尾
を
試
料
と
し
ま
し
た
｡
体
長
､
体
重
を
測
定
後
へ

肥
満
度

(体
重
を
体
長
の
三
乗
で
割
り
算
し
た
値
に

千
を
乗
じ
る
)
を
算
出
､
剥
皮
背
肉
中
央
部
の
水
分

と
脂
肪
を
定
量
し
ま
し
た
O

試
験
に
用
い
た
サ
ン
マ
は
体
長
が
二
十
九
か
ら
三

十
五
皿
'
休
重
は
百
四
か
ら
二
百
二
十
三
グ
ラ
ム
で

し
た

(図
1
)｡
体
長
と
脂
肪
量
の
相
関
は
低
く
､
体

重
や
肥
満
度
と
は
正
の
相
関
が
み
ら
れ
ま
し
た

(図

2
､
3
'
4
)0

さ
ら
に
'
水
分
量
と
脂
肪
量
に
は
強
い
負
の
相
関

が
あ
り

(図
5
)､
八
九
･
四
か
ら
水
分
量
を

一
･
一

九
倍
し
た
値
を
引
き
算
す
る
と
'
脂
肪
量
が
推
定
で

き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡

お
わ
り
に

消
費
者
は
水
産
物
に
対
し
､
輸
入
品
で
は
な
く
国

産
､
さ
ら
に
は
地
場
で
生
産
さ
れ
た
安
全
で
'
美
味

し
く
'
栄
養
に
富
む
も
の
を
望
ん
で
い
ま
す
O

ま
た
'
生
産
者
が
消
費
者
に
ど
の
よ
う
な
サ
ン
マ

(栄
養
成
分
で
あ
る
脂
肪
量
)
を
出
荷
し
て
い
る
の

4035 =0.0447x+24_534 0g)

R2=0.8136 0

(∈ O

くさ遠30せ 25205 0I l l100 150 200 25
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